
健全財政を推進するために
　公共施設の維持管理コストの軽減を図るため、施設の統廃合を進めるとともに、経常経費の徹底的な
見直しによる削減に取り組み、健全財政の維持に努めてまいります。

詳しくはこちらをご覧ください。

●一般会計ベース（要約版）

【資産の部】
固定資産
　有形固定資産
　無形固定資産
　投資その他の資産

流動資産
　現金預金
　未収金
　短期貸付金
　基金
　棚卸資産
　その他
　徴収不能引当金

　　　　 資産合計

240,884
225,344

117
15,422

13,036
3,435

134
−

9,469
−
−

△ 2

253,920

【負債の部】
固定負債 35,651
流動負債 4,371
 　
 　
 　
 　
 　
 　
    　　　負債合計 40,021
【純資産の部】 　
固定資産等形成分 250,353
余剰分（不足分） △ 36,454
 　
 　
　　　   純資産合計 213,899
　　負債及び純資産合計 253,920

経常費用 43,064
　業務費用 28,260
　　人件費 7,592
　　物件費等 20,176
　　その他の業務費用 493
　移転費用 14,804
　　補助金等 7,449
　　社会保障給付 4,353
　　他会計への繰出金 2,927
　　その他 75
　経常収益 1,689
　　使用料及び手数料 595
　　その他 1,094
純経常行政コスト 41,375
　臨時損失 693
　臨時利益 147
純行政コスト 41,921

前年度末純資産残高 218,418
　純行政コスト（△） △ 41,921
　財源 37,390
　　税収等 27,426
　　国県等補助金 9,964
　本年度差額 △ 4,531
　資産評価差額 12
　無償所管換等 −
　その他 −
　本年度純資産変動額 △ 4,519
本年度末純資産残高 213,899

科　目　名 金　額

【業務活動収支】  
　業務支出 31,790
　業務収入 37,677
　臨時支出 692
　臨時収入 -
業務活動収支 5,194
【投資活動収支】  
　投資活動支出 9,553
　投資活動収入 4,367
投資活動収支 △ 5,186
【財務活動収支】  
　財務活動支出 3,851
　財務活動収入 3,570
財務活動収支 △ 281
本年度資金収支額 △ 273
前年度末資金残高 3,674
本年度末資金残高 3,401
  
前年度末歳計外現金残高 34
本年度歳計外現金増減額 1
本年度歳計外現金残高 34
本年度末現金預金残高 3,435

科　目　名 金　額 科　目　名 金　額

科　目　名 金　額

科　目　名 金　額
貸借対照表（令和5年3月31日現在）

資金収支計算書
自　令和４年４月 1日
至　令和５年３月31日　　　　（単位：百万円）

行政コスト計算書
自　令和４年４月 1日
至　令和５年３月31日　　　　（単位：百万円）

純資産変動計算書
自　令和４年４月 1日
至　令和５年３月31日　　　 （単位：百万円）

 （単位：百万円）

※表中の科目については、関連科目を集約し
ています。

※記載金額は百万円未満を四捨五入して表示
しているため、合計と一致しない場合があ
ります。

　地方公共団体の予算・決算は、現
金主義の考え方で行われています
が、より正確な行政コストの把握な
ど諸課題を解消するために、企業会
計で用いられる発生主義および複
式簿記の考え方を採用した財務書
類を作成、整備し、資産・債務の適
正な管理を進めていくものです。

　 右の表の数値を住民一人あたり
に置き替えてみましょう。
（令和５年１月１日現在の人口：75,401人）

●資産はどれくらいあるの？
　住民一人あたりの資産＝約337万円

●負債はどれくらいあるの？
　住民一人あたりの負債＝約53万円

●現金預金・基金はいくらあるの？
　住民一人あたりの現金等＝約17万円

●行政サービスにかかった費用は
　いくら？
　住民一人あたりの費用＝約56万円

財務書類とは

ポイントでみる財務書類

　令和４年度決算における一般会計の財務書類（貸借対照表・行政コスト計算書・純資産変動計算書・資金
収支計算書）からみた、市の財政状況についてお知らせします。

財務書類からみた市の財政状況をお知らせします　
財政課（☎内線433）問
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